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三重タカの渡り 2021
四日市市　笹間 俊秋

　今年も野鳥の会三重会員有志により、三重県内各
地でタカの渡り観察が行われました。北勢地方はい
なべ市と岐阜県海津市の境にある庭田山から観察
を行い、南勢地方は伊勢市のやすらぎ公園から観察
が行われ、海側の鳥羽でも観察が行われました。ま
た、飯高町と奈良県の県境にある高見山でも観察が
行われました。さらに 10 月上旬にはタカの渡り探
鳥会が行われる予定でしたが、残念ながら今年もコ
ロナまん延の影響で中止となってしまいました。各
地の観察から今年の傾向を報告します。

庭田山
（観察者：笹間俊秋、米倉 静）
　9 月 7 日から観察へ行きました。去年は 9 月 20
日過ぎから本格的に飛び始めましたが、今年は早く
も 10 日過ぎには 20 羽前後が飛び始め、20 日を過
ぎると連日 60 羽前後が通過しました。23 日の探鳥

会は中止でしたが、観察ではハチクマ 16 羽、サシ
バ 25 羽、ノスリ 6 羽、ハヤブサ 1 羽が記録されま
した（表 1）。
庭田山の特徴としてはサシバよりハチクマが確認
されることの方が多いです。さらに 9 月 13 日には
サシバ暗色型も観察できました。そしてタカ以外に
も 9 月 20 日には金華山でコウノトリが見られたと
情報が入りましたが、その 30 分後に庭田山頂公園
を通過して三重県側へ飛んで行きました。

庭田山からの全景　名古屋から大垣まで見渡せる

表紙の言葉
ミサゴ

松阪市　中村 真理子

なかなか会う事の出来ない猛禽類はみんな
の憧れ的存在。せっかく会えても遠いことが
多く、その姿は間近には観察できない。

そんな中、海に行けばいつも会えるタカが
いる。シュッと長い翼に白いタイツを履いた
美しい姿、ミサゴだ。小鳥好きの私にはタカ
の狩りはどちらを応援していいのかハラハラ
だが、ミサゴの狩りの相手は魚なので安心し
て見ていられる。目の前で水に飛び込み、魚
をゲットすると『獲ったど～』とこちらの頭
上を飛んで見せに来てくれ、さらに少し離れ
た電柱の上で食事シーンも披露。安定、安心、
愛想良し。サービス満点の三拍子揃ったミサ
ゴさんである。
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伊勢　やすらぎ公園
（観察者：中西 章、高木正文、濵屋勝則、濱口雅也、
西村 泉　他）
　昨年と同様、今年度も低調に終わりました。これ
まで天候が崩れる前や天候が回復した翌々日には
必ずと言っていいほど大きなヤマがあり、大量に飛
ぶ日はある程度予測できました。けれども、今シー
ズンはピークらしいピークもなく空振りに終わる
日がほとんどでした。伊勢で観察できるタカは伊良
湖から飛んでくるため、伊良湖での観察数が回復し
ない限り今後も伊勢での観察は期待できないと思
います。9 月 29 日にはサシバ 48 羽、ハチクマ 2
羽、ミサゴ 2 羽と今年最多を記録しました（表 2）。

庭田山で観察された暗色型サシバ

三重県側へ通過したコウノトリ　撮影：鈴木 健真

渡り途中の通常型サシバ

庭田山からの全景　名古屋から大垣まで見渡せる
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鳥羽　加茂川左岸堤防
（観察者：川村晴彦）
　9 月 29 日より 10 月 14 日まで 6 日間晴天時に観
察しました。10 月 2 日にはサシバ 16 羽、ハチクマ
1 羽が観察されました。今年はミサゴが観察されま
せんでした（表 3）。

高見山
（観察者：西村四郎）
　10 月 1 日から 3 日まで、高見山トンネル手間で
観察しました。1 日は台風接近で条件が悪かったで
す。3 日には風はありませんでしたが 172 羽、感覚
的には 200 羽以上のサシバが通過しました（表 4）。
高見山では 2006 年から 2012 年までは野鳥の会奈
良県支部によりタカ渡りが調査されていましたが
以降は行われていません（表 5）。

　今年はタカの渡り探鳥会として庭田山、相津峠
（高見山へ変更）、奈良県御杖村みつえ高原が行われ
ました。みつえ高原での結果は探鳥会報告を参照し
てください。

南勢ではサシバの渡りが多い
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( 仮称 ) 三重松阪蓮 ( はちす ) ウインドファーム発電所建設計画について   
玉城町　西村 泉

　松阪市飯高町森にある蓮 ( はちす ) ダム周辺の広
大な山域に、「( 仮称 ) 三重松阪蓮ウインドファーム
発電所」が計画されている。事業者の「リニューア
ブル・ジャパン株式会社 ( 東京 )」は、迷岳 (1,309 m)
など標高 1,000 ｍ級の山々の尾根筋に高さ 183 ｍ
もの巨大風車 60 基を設置し、国内では最大規模の
251,000kw の発電を見込んでいる。計画地は香肌
峡県立自然公園内であり、松阪市が迷岳を含む１１
座の山々を「まつざか香肌イレブン」と名付け登山
者に人気のコースもある。

  2021 年８月、日本野鳥の会三重は、公益財団法
人日本野鳥の会と連名で「( 仮称 ) 三重松阪蓮ウイ
ンドファーム発電所計画段階環境配慮書に対する
意見書」をリニューアブル・ジャパン株式会社へ提
出した。意見書では自然環境保全の観点から、計画
地がクマタカなど希少猛禽類の生息地であること
やサシバなど猛禽類の渡りのルートになっている
ことから計画を中止すべきであると強調した。 ま
た、日本自然保護協会も同様に計画を中止すべきと
の意見を事業者に提出した。
  また計画地の首長の受け止めはというと、事業実
施想定区域（以下、想定区域）の一部に入っている
大台町の町長は早々に「建設には反対」と表明した
が、松阪市長は「中立の立場」を維持している。
そのうえで県知事は、「計画を中止か想定区域の抜
本的な見直しを求める意見」を事業者へ送った。

１０月、環境省は、想定区域内の配慮すべき事項
( 希少猛禽類の生息、猛禽類の渡りの経路、等 ) に
ついて、「風力発電施設等の設置等の再検討、-- 中
略 --　あらゆる環境保全措置を講じても、なお重大
な影響を十分低減できない場合は、本事業の取りや
めも含めた事業の抜本的な見直しを行うこと」とい
う厳しい意見を出した。さらに、経済産業省も上記
の意見を踏まえ、同様に「本事業の取りやめも含め
た事業計画の抜本的な見直しを行うこと」との意見
を公表している。

１１月、想定区域内の多気郡大台町では、建設計画
に懸念を抱く地元の住民グループが建設反対の署
名活動を行った。地元の新聞記事によると町内外か
ら 4,408 人の署名が集まったという。住民グループ
は署名を添え、町長へ建設に反対する要望書を提出
したところ、後日、事業者は大台町を想定区域から
除外すると発表した。一方、同じく想定区域内の松
阪市飯高町では、事業者による住民説明会が開かれ
た。飯高町森の説明会で事業者は「住民の同意が得
られない中で進めることはできない」と明言。しか
し「（意見書などで）動植物全体についていろいろ
な意見をいただいた。今後は計画地で動植物などを
調査するうえで、専門家の意見を得ながら進めてい
きたい」との説明があったが、説明会に参加した地
元住民から厳しい意見が相次いだという。飯高町で
も住民自治協議会が反対の姿勢を示している。

１２月、事業者は三重県庁を訪れ、これ
までの経緯や事業計画を説明。今後、具
体的な風車の設置基数や事業区域の変
更を検討するという。

　この建設計画では、鳥類への影響の
ほかに風車の騒音や影による健康被害、
土地改変による土砂崩壊、水質汚染、植
物、生態系、景観、など重大な影響が懸
念されている。
日本野鳥の会三重は、今のところ日程は
未定だが、想定区域か周辺地域での探鳥
会を予定している。

 楕円は風車建設のおおよその場所を示す。国土地理院地形図に加筆
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垂坂公園でのオオムシクイ観察記録
四日市市　今西 純一

　私がオオムシクイの存在を知ったのは2011年の
3 月、文一総合出版の BIRDER3 月号の特集「ムシク
イ類パーフェクトバイブル」にてです。しかし、識
別に余り興味のない私としては " よく分からないか
らメボソムシクイでいいや " という気持ちでした。
　2011 年にメボソムシクイ、オオムシクイ、コム
シクイが別種として登録されてからも、2018 年ま
でずっとメボソムシクイとして記録を取ってきま
した ( 表 1)。オオムシクイとして記録を始めたのは
2018 年の 10 月からです（表 2、なぜこの時期か
らだったのかは記憶にありません）。
　三重県で観察されるのはメボソムシクイ、オオム
シクイの 2 種かと思われます。メボソムシクイがや
や大きいようですが、フィールドで観察する限りで
は判別は難しいようです。よって、確実な識別はさ
えずりに頼ることになります。
　他に、オオムシクイは「地鳴きが大きい」「秋の
遅い時期まで渡る」などの情報があったため、これ
らを参考に " オオムシクイだろう " と判断して記録
しております（つまり過去の記録は信頼度がかなり
低いということです）。オオムシクイの地鳴きは若
干ウグイスに似ますが、ウグイスの「チャッチャ」
に比べ、「ジッジッ」と濁った感じに聞こえるため
慣れれば違いに気付くことが出来ます。またウグイ
スほど潜行性が高くないため声を追えば撮影する
機会に恵まれます。
　さえずりを聞くことは今までありませんでした
が、2021 年 6 月 5 日に地鳴きとさえずりを確認。
録音することができました。メボソムシクイは 4 音
節、オオムシクイは 3 音節でさえずるようで、今回
はオオムシクイと断定しても良いかと思われます。

観察日 観察手段 備考
2018/10/21 撮影 遅い時期
2018/10/27 観察 遅い時期
2018/11/03 撮影 遅い時期
2019/10/06 撮影 遅い時期
2019/10/22 撮影 遅い時期
2020/05/17 地鳴き 地鳴きが大きい
2020/05/23 地鳴き 地鳴きが大きい
2020/06/07 地鳴き 地鳴きが大きい
2020/09/27 撮影 会へ報告、地鳴きが大きい
2020/10/03 撮影 会へ報告、地鳴き録音分
2020/10/04 観察 会へ報告
2020/10/18 撮影 遅い時期
2020/10/24 観察 遅い時期
2021/06/05 撮影 + 録音 会へ報告

観察日 観察手段 備考
2015/10/24 撮影
2015/11/01 撮影
2016/10/10 観察
2016/10/22 撮影
2017/05/14 観察
2017/09/09 撮影
2020/09/21 撮影 早い時期

観察した場所は暗い林の中で、木の高い場所を移動
しながらさえずっていました。ネットの情報となり
ますが、オオムシクイは 6 月の上旬頃まで渡りをす
るようですので、今回の記録が特別遅いわけではな
いようです。
　逆に、6 月に入ってメボソムシクイを観察した場
合は、オオムシクイを疑って、少し観察を続けてみ
てさえずりを記録できないか粘ってみる価値があ
りそうです。カメラでもスマートフォンでも、とに
かく動画機能をオンにして姿が見えなくても声だ
けでも記録しておくと良いかと思います。
　今後も気をつけて観察を続けることで、確実なオ
オムシクイ情報を記録として残したいと思います。

2021/06/05　撮影

2015/10/24 撮影

表 1.　メボソムシクイとして記録

表 2.　オオムシクイとして記録
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三重県におけるオオムシクイ
四日市市　（野鳥記録委員）　三曽田 明

オオムシクイについて
　オオムシクイは古い野鳥図鑑ではその
名すら載っていない。齋藤によれば、「著
者と共同研究者は繁殖分布域のほぼ全て
の個体群を対象に、その分子系統、外部
形態、音声を調べ、それに基づいて従来
の種 P. borealis を 3 つの独立種に分ける
という分類を提唱した」( 齋藤 2011) とあ
り、その後、2012 年 9 月に出版された日
本鳥類目録改訂第 7 版で初めて種として
記載された。それから 10 年近く経ってい
るが、未だにあまり認知されていない鳥で
はないだろうか。
　もし知っていたとしても、メボソムシク
イ上種 ( 図 1 参照 ) とされる 3 種の
　メボソムシクイ
	 ( Phylloscopus xanthodryas  )
　コムシクイ
	 ( Phylloscopus borealis  )
　オオムシクイ
	 (  Phylloscopus examinandus )
は屋外の識別は困難で、渡りの時期と囀り
に頼るしかない。
　そのような事情から、これまでの野鳥の会三重の
野鳥記録には明確にオオムシクイとした正式な記
録はなかったが、今西氏の 2021/6/5 の撮影および
地鳴きと囀りの観察の投稿があったので、これを機
会に考察してみた。

メボソムシクイ上種の渡り
　齋藤 (2011) によれば、　「メボソムシクイは、繁
殖地に 5 月上～中旬頃渡来し、秋は 8 ～ 10 月頃に
渡去する。オオムシクイは、春の通過は遅く、5 月
中旬から 6 月上旬に日本列島を通過する。秋の渡り
は 8 月中旬から 10 月上旬まで続く。コムシクイは
秋の渡り時期に日本列島を通過するが、その数は上
記 2 種に比べると少ない 」とある。
　このことと他の文献等から、三重県を通過するの
はメボソムシクイとオオムシクイに絞られる。では
三重県ではいつ頃通過するのだろうか。その疑問を
解くために、xeno-cant というウェブサイトの投稿
データを調べてみることにした。xeno-cant は海外
のサイトであるが、鳥の地鳴きと囀りの音声データ
が数多く投稿されている。前述の通り、この 2 者は

ムシクイ属
Phylloscopus

メボソムシクイ (Japanese Leaf Warbler)
xanthodryas

オオムシクイ  (Kamchatka Leaf Warbler)
examinandus

エゾムシクイ (Sakhalin Leaf Warbler)
borealoides

センダイムシクイ (Eastern Crowned Warbler)
coronatus

エゾムシクイ
borealoides

センダイムシクイ
coronatus

亜種メボソムシクイ
xanthodryas

亜種オオムシクイ
examinandus

亜種コメボソムシクイ
borealis

亜種コムシクイ
borealis

亜種アメリカコムシクイ
kennicotti

コムシクイ (Arctic Warbler)
borealis

ムシクイ属
Phylloscopus メボソムシクイ

borealis

※カッコ内は英名

※記載がない図鑑も多い。

日本鳥類目録改訂第 6 版

日本鳥類目録改訂第 7 版

第 6 版でメボソムシクイとされていた
3 亜種をまとめて、「メボソムシクイ
上種」と言う。

外見での識別が困難であるため、音声データを利用
する訳である。
　xeno-cant ではメボソムシクイのデータは 33 件
投稿されていた、内 31 件が日本国内のもの。ただ
残念なことに繁殖地 ( 富士山など ) でのデータを除
くと 0 件となってしまった。一方、オオムシクイは
184 件、内 137 件が日本国内のものであった。こち
らは、全てが渡り時 ( 北海道以外 ) のデータであっ
た。ただ、同じ日に同じ個体の音声データを投稿し
ている可能性があるので、同じ投稿者の同日のデー
タは 1 件として数えることとした。そうして、横軸
は録音日 ( 月の上旬、中旬、下旬 )、縦軸に件数と
したヒストグラムを作成した ( 図 2)。また、このグ
ラフには、今西氏のオオムシクイのとしての記録を
三重県の記録として表した ( 赤色のグラフ、注意：
今西氏のデータは全てが鳴き声の判定ではない )。
　オオムシクイが三重県を通過するのは、「春：5 月
中旬～ 6 月上旬」、「秋：9 月下旬～ 11 月上旬」と
言えそうである。
　メボソムシクイについてはデータに基づいて渡
りの時期を特定することができないが、複数の情報

図 1.　メボソムシクイの分類について
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図 2. オオムシクイ xeno-canto 投稿データ　録音日のヒストグラフ

を総合して勘案すると、もし三重県を通過するとし
たら「春：4 月下旬～ 5 月上旬」、「秋：9 月中旬～
10 月下旬」と思われる。期間が重なるときの観察
では、どちらであるかは明言できないため、100%
とは言えないが、今西氏のオオムシクイの記録は他
の近県の観察時期と一致しており、オオムシクイで
ある妥当性はある。むしろある意味、メボソムシク
イはデータがないというのは、三重を含めた近県の
人里を通過する個体のほとんどがオオムシクイな
のではないのだろうか。

地鳴きと囀り
　ムシクイ類は姿は酷似していても囀りは大きく
異なる。メボソムシクイ上種の 3 種についても「大
きく」とまではいかないが異なる。色々な書物で擬
音などの文字で鳴き方が表されているが、私にはど
うも、実際の鳴き声と一致させることができない。
特にオオムシクイは「ジジロジジロ」と鳴くとされ
ているが、この鳴き方のみをするというわけではな
いように思える。ここでは三重では観察できないコ
ムシクイを除いた 2 種についてソナグラフ ( 声紋 )
を使って判定を試みる。使用するソフトは Adobe の
Audition( 有料、フリーソフトの Sonic Visualiser で
もできるらしい )。
　xeno-cant でオオムシクイとメボソムシクイの品
質の良い音声データを 5 件ずつ選んで ( 本当はもっ
とたくさんサンプルを取るべきだが、ご容赦くださ
い )、ソナグラフにしたもので比較してみた ( その
グラフは割愛 )。いずれも囀りの前に地鳴きが入る
ことが多く、その地鳴きと囀りの相対的な関係に特
徴があることが分かったので、それを表にしてみた
( 表 1、2)。これでは分かりくいのでそのイメージ

xeno-canto
Catalogue 

number

地鳴き ( 単位 KHz) 囀り ( 単位 KHz)
下限 中央 上限 下限 中央 上限

XC319153 3.5 5.8 8.0 3.3 5.2 7.0
XC417957 3.5 5.8 8.0 2.7 4.6 6.5
XC559556 3.5 5.8 8.0 2.7 4.6 6.5
XC559557 3.0 5.8 8.5 2.7 4.6 6.5
XC560517 3.0 5.5 8.0 2.8 5.2 7.5

xeno-canto
Catalogue 

number

地鳴き ( 単位 KHz) 囀り ( 単位 KHz)
下限 中央 上限 下限 中央 上限

XC150171 2.5 3.4 4.3 3.4 4.7 6.0
XC285740 2.8 3.9 5.0 3.3 4.6 5.8
XC285743 2.5 3.8 5.0 3.0 4.3 5.5
XC285775 2.3 3.5 4.7 3.0 4.5 6.0
XC416934 2.3 4.2 6.0 2.8 4.7 6.5

表 1. オオムシクイ　音声の周波数

表 2. メボソムシクイ　音声の周波数

地鳴き ( 3.0Khz～ 8.5KHz )

囀り ( 2.7KHz～ 7.7KHz )

ボリュームが大きい
図 3. オオムシクイ　ソナグラフの特徴

地鳴き ( 2.3Khz～ 6KHz )

囀り ( 2.3KHz～ 6.5KHz )

ボリュームが小さい

図 4. メボソムシクイ　ソナグラフの特徴


